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2024（令和 6）年度　福岡女子大学　一般選抜個別学力検査

国際教養学科

〔 後期日程試験問題 〕

注意事項

１　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

２　�問題は 4ページから 11 ページにあります。問題は全部で２題です。

３　�試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の

汚れ等に気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせてください。

４　試験開始と同時に解答用紙の受験番号欄に受験番号を記入してください。

５　試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【 90 分 】

小論文
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問
題
　
次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
問
一
と
問
二
に
答
え
な
さ
い
。

例
え
ば
、「
政
治
家
が
、
自
分
の
支
持
者
を
代
表
し
て
い
る
」
と
い
う
文
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、「
政
治

家
が
、
自
身
に
投
票
し
た
有
権
者
の
意
見
に
従
っ
て
立
法
活
動
を
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
治
家
が
、
こ
の

意
味
で
有
権
者
を
代
表
す
る
場
合
、
左
派
的
な
有
権
者
の
多
い
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
は
左
派
的
な
政
策
を
掲
げ
、
右
派
的
な
有

権
者
の
多
い
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
は
右
派
的
な
政
策
を
掲
げ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
を
議
会
全
体
に
当
て
は
め
れ
ば
、
有
権

者
の
間
の
意
見
の
分
布
が
、
国
会
議
員
の
間
の
意
見
の
分
布
と
重
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
政
治
体
制
の
特
徴
を
判
断
す
る
上
で
の
重
要

な
基
準
と
な
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
代
表
を
、
一
般
に
実
質
的
代
表
（substantive representation

）
と
呼
ぶ
。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
民
主
主
義
の
概
念
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
形
で
の
実
質
的
代
表
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
代
表
と
い

う
考
え
方
そ
の
も
の
を
端
的
に
民
主
主
義
の
定
義
か
ら
取
り
除
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
態
度
は
、
ダ
ー
ル
の
ポ
リ
ア
ー
キ
ー

概
念
（
注
）
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
が
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
で
あ
る
所
以
は
、
あ
く
ま
で
普
通
選
挙
が
競
争
的
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
仮
に
有
権
者
の
意
見
が
立
法
に
反
映
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
定
義
そ
の

も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
実
質
的
代
表
の
考
え
方
に
対
し
て
、「
そ
の
政
治
家
が
、
自
ら
の
支
持
者
の
社
会
的
な
属
性
と
同
じ
属
性
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
意
味
で
の
代
表
の
概
念
が
あ
る
。
政
治
家
が
、
こ
の
意
味
で
有
権
者
を
代
表
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
経
営
者
が
経
営
者
を
、
労

働
者
が
労
働
者
を
代
表
し
、
民
族
的
多
数
派
が
民
族
的
多
数
派
を
、
民
族
的
少
数
派
が
民
族
的
少
数
派
を
代
表
す
る
。
そ
し
て
男
性
が
男

性
を
、
女
性
が
女
性
を
代
表
す
る
で
あ
ろ
う
。
代
表
性
の
確
保
さ
れ
た
議
会
と
は
、
議
会
の
構
成
が
、
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
族
な
ど

の
要
素
に
照
ら
し
て
、
社
会
の
人
口
構
成
が
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
て
い
る
議
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
代
表
を
、
描
写
的
代
表

（descriptive representation

）
と
呼
ぶ
。
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こ
の
描
写
的
代
表
も
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
や
ダ
ー
ル
の
議
論
に
お
い
て
は
、
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
つ
に
は
、
政
治
家
は
何
ら

か
の
意
味
で
有
権
者
に
比
べ
て
高
い
能
力
を
期
待
さ
れ
る
以
上
、
選
挙
に
よ
る
指
導
者
の
選
抜
を
、
描
写
的
代
表
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
競
争
的
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
描
写
的
代
表
の
確
保
と
は
必
ず
し
も
両
立
し
な
い
。
こ
う

し
た
事
情
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
よ
う
な
代
表
の
概
念
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
従
来
の
多
く
の
政
治
学
の
教
科
書
に
は
記
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

だ
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
描
写
的
代
表
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
政
治
に
お
い
て
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

男
性
ば
か
り
が
議
席
を
占
め
る
議
会
は
、
女
性
を
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
女
性
を
適
切
に
代
表
す
る
に
は
、
一
定
以
上
の
数
の
女

性
議
員
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
『
存
在
の
政
治
』（
一
九
九
五
年
）
の
中
で
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
く
政
治

を
、
存
在
の
政
治
（politics of presence

）
と
呼
ん
で
い
る
。
有
権
者
が
自
分
の
好
む
公
約
を
掲
げ
る
政
党
に
票
を
投
じ
、
政
党
が
そ

の
公
約
に
従
っ
て
政
策
を
実
行
す
る
と
い
う
意
味
で
の
理
念
の
政
治
（politics of ideas

）
で
は
、
不
十
分
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
存
在
の
政
治
が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
は
、
描
写
的
代
表
な
く
し
て
、
実
質
的
代
表
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
選
挙
戦
に
お
い
て
政
党
間
で
争
点
と
な
る
の
は
、
様
々
な
政
策
争
点
の
中
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
外
の
争
点
に
関

す
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
、
政
治
家
が
幅
広
い
裁
量
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
女
性
に
と
っ
て
は
、
同
じ
経
験
を
共
有

す
る
女
性
政
治
家
の
方
が
、
男
性
政
治
家
に
比
べ
て
、
自
分
の
意
見
を
よ
り
よ
く
反
映
す
る
と
想
定
で
き
る
。

第
二
に
、
そ
れ
ま
で
争
点
化
し
て
い
な
い
問
題
を
争
点
化
で
き
る
の
も
、
女
性
の
経
験
を
共
有
す
る
女
性
政
治
家
が
存
在
す
る
か
ら
こ

そ
で
あ
る
。
女
性
の
多
く
が
関
心
を
持
つ
問
題
は
、
男
性
が
関
心
を
持
ち
や
す
い
争
点
の
陰
に
隠
れ
て
、
長
ら
く
政
治
の
争
点
か
ら
外
さ

れ
て
き
た
。
従
来
は
隠
れ
て
い
た
争
点
が
浮
上
す
る
こ
と
で
、
女
性
の
意
見
も
、
男
性
の
意
見
と
同
じ
よ
う
に
、
政
治
に
反
映
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
の
描
写
的
代
表
と
実
質
的
代
表
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
仮
説
は
、
今
日
ま
で
数
多
く
の
研
究
を
生
み
出
し

て
き
た
。

①
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こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
代
表
者
の
男
女
比
が
均
等
に
近
い
ほ
ど
、
そ
の
政
治
体
制
は
民
主
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
が
多
す

ぎ
て
も
、
男
性
が
多
す
ぎ
て
も
、
そ
の
政
治
体
制
は
民
主
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
眺
め
る
こ
と
で
、
代
議

制
民
主
主
義
を
標
榜ぼ
う

す
る
既
存
の
政
治
体
制
に
対
す
る
評
価
も
、
従
来
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

政
治
学
に
お
い
て
、
男
性
に
よ
る
支
配
は
、
長
ら
く
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
。
市
民
全
員
の
参
加
に
基
づ
く

直
接
民
主
主
義
が
行
わ
れ
て
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
で
は
、
女
性
に
は
市
民
権
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
意
思
決
定
へ
の
参
加
が

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
代
議
制
民
主
主
義
が
生
ま
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
参
政
権
は
長
ら
く
男
性
の
手
に
握
ら
れ
、
女
性
は
そ
こ

か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
女
性
参
政
権
の
獲
得
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
の
下
で
も
政
治
の
男
性
支
配
は
続
く
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。

た
と
え
選
挙
権
が
男
性
と
女
性
の
両
方
に
与
え
ら
れ
て
い
て
も
、
政
治
家
を
選
ぶ
際
に
は
、
男
性
の
候
補
者
が
選
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

選
挙
権
の
獲
得
は
、
男
女
平
等
な
民
主
主
義
の
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
十
分
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
普

通
選
挙
権
を
獲
得
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
に
大
い
な
る
失
望
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
中
略
）

日
本
の
場
合
、
一
九
四
五
年
に
女
性
参
政
権
が
導
入
さ
れ
、
翌
年
の
総
選
挙
で
は
公
職
追
放
で
多
く
の
現
職
議
員
が
姿
を
消
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
三
九
人
の
女
性
議
員
が
当
選
し
て
議
席
の
八
・
四
％
を
占
め
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
女
性
議
員
は
急
速
に
姿
を
消
し
、
一
九

九
〇
年
頃
ま
で
ほ
と
ん
ど
伸
び
を
見
せ
な
か
っ
た
。
今
日
で
も
、
衆
議
院
に
お
け
る
女
性
議
員
の
割
合
は
一
九
四
六
年
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
。

標
準
的
な
政
治
学
の
教
科
書
に
お
い
て
、
政
治
的
競
争
の
自
由
化
を
通
じ
た
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
の
成
立
は
、
政
治
的
自
由
が
保
障
さ
れ
る

と
い
う
意
味
で
、
望
ま
し
い
帰
結
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
評
価
は
一
概
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に
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
由
化
が
女
性
の
代
表
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
、
新
た
に
参
入
す
る
政
治
勢
力
が
旧
来
の
支

配
者
層
に
比
べ
て
強
い
男
女
平
等
志
向
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

確
か
に
、
男
性
の
支
配
す
る
政
治
体
制
が
自
由
化
さ
れ
、
男
女
平
等
の
理
念
を
掲
げ
る
勢
力
が
参
入
し
た
場
合
、
自
由
化
は
女
性
の
進

出
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
韓
国
の
場
合
、
民
主
化
以
前
は
女
性
議
員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
八
七
年
の
民
主
化
後

に
は
女
性
運
動
が
各
政
党
に
女
性
の
代
表
性
の
向
上
を
訴
え
、
二
〇
○
〇
年
代
か
ら
は
国
会
議
員
の
女
性
比
率
が
日
本
の
衆
議
院
を
持
続

的
に
上
回
っ
て
い
る
。
台
湾
の
場
合
、
国
民
党
の
一
党
支
配
の
下
で
一
定
数
の
女
性
が
立
法
院
に
立
法
委
員
と
し
て
議
席
を
得
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
に
政
治
体
制
の
自
由
化
が
進
む
中
で
野
党
の
民
進
党
が
女
性
運
動
と
連
携
し
た
こ
と
で
、
女
性
議
員
の
起
用
が
急
速
に
進

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
今
日
で
は
議
員
の
四
割
近
く
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
オ
ー
タ
が

女
性
議
員
の
増
加
を
後
押
し
し
た
。

し
か
し
、
民
主
化
後
に
参
入
し
た
勢
力
が
男
性
優
位
主
義
的
な
志
向
を
持
つ
場
合
に
は
、
む
し
ろ
女
性
の
退
場
が
促
進
さ
れ
て
し
ま
う
。

特
に
、
中
東
欧
の
旧
共
産
圏
で
は
、
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
と
冷
戦
終
結
を
契
機
に
、
各
国
で
共
産
党
の
一
党
支
配
が
崩

壊
す
る
中
で
、
女
性
議
員
の
割
合
が
劇
的
に
低
下
し
た
。
共
産
主
義
体
制
下
で
の
女
性
の
社
会
進
出
へ
の
反
動
と
し
て
、
家
庭
に
お
け
る

女
性
の
役
割
を
強
調
す
る
価
値
観
が
広
ま
る
一
方
で
、
新
た
に
登
場
し
た
政
党
は
軒
並
み
男
性
の
候
補
者
を
優
先
的
に
擁
立
し
た
。

（
中
略
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
そ
れ
自
体
は
、
女
性
を
男
性
と
平
等
に
代
表
す
る
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
役
立
た
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
少
な
く
と
も
、
男
性
優
位
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
が
働
く
環
境
の
下
で
は
、
政
党
間
の
自
由
竸
争
は
、
事
実
上
、
男
性
の
間
の
競

争
と
な
る
。
そ
れ
は
、
一
切
の
競
争
を
認
め
な
い
独
裁
体
制
に
比
べ
れ
ば
民
主
的
な
政
治
体
制
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
民
の
間

の
平
等
を
旨
と
す
る
民
主
主
義
の
理
想
か
ら
は
程
遠
い
。
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
政
治
体
制
を
見
直
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
民
主
主
義
と
呼
ば
れ
て
き
た
政
治
体
制
の
評
価
を
大
き
く
変
え
る
。

そ
し
て
、
政
治
体
制
の
歴
史
や
民
主
主
義
の
歴
史
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
。

�

（
前
田
健
太
郎
『
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義
』
よ
り
。
一
部
改
変
。）

（
注
）
著
者
に
よ
れ
ば
、「
民
主
主
義
と
は
、
市
民
の
意
見
が
平
等
に
政
策
に
反
映
さ
れ
る
政
治
体
制
を
指
す
。
今
日
の
世
界
に
お
け
る
様
々
な
政
治
体
制
の
中
で
、

相
対
的
に
民
主
主
義
体
制
に
近
い
も
の
を
、
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
と
呼
ぶ
」。

問
一
　
本
文
中
の
傍
線
部
①
「
描
写
的
代
表
な
く
し
て
、
実
質
的
代
表
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、
描
写
的
代
表
と
実

質
的
代
表
の
相
違
点
に
つ
い
て
、
本
文
の
趣
旨
に
沿
っ
て
四
〇
○
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

問
二
　
本
文
中
の
傍
線
部
②
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
政
治
体
制
を
見
直
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
民
主
主
義
と
呼
ば
れ
て
き
た
政
治
体

制
の
評
価
を
大
き
く
変
え
る
」
と
あ
る
が
、
あ
な
た
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
み
て
日
本
の
政
治
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

る
と
考
え
ま
す
か
。
本
文
の
内
容
を
参
考
に
、
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
八
○
○
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

②
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【
問
一
　
下
書
き
用
】

100200300400
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【
問
二
　
下
書
き
用
】

100200300400
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